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大

圓

先
ず
科
文
的
に
云
え
ば
、
序
品
は
造
論
の
意
趣
、
第
二
入
初
地
品
、
第
三
地

相
品
、
第
四
浮
地
品
の
三
品
は
謹
、
(第
五
繹
願
品
は
後
述
)
、第
六
獲
菩
提
心

品
、
第
七
調
伏
心
品
、
第
八
阿
惟
越
致
相
品
の
三
品
は
行
、
第
九
易
行
品
に
教

が
見
ら
れ
、
第
十
除
業
品
よ
り
第
廿
五
助
念
佛
三
昧
品
迄
の
十
六
品
も
行
、
最

後
の
第
廿
六
警
喩
品
と
第
廿
七
略
行
品
の
二
品
が
詮
で
あ
る
。
か
く
十
佳
論
は

謹
、
行
、
教
、
行
、
謹
の
次
第
を
も
つ
て
構
成
さ
れ
、
最
初
の
謹
の
自
己
展
開

た
る
十
大
願
成
就
の
筋
道
に
お
い
て
次
下
の
行
、
教
、
行
、
謹
が
あ
る
。

順
序
と
し
て
先
ず
所
羅
の
十
地
品
と
封
照
す
れ
ば
、
十
地
品
初
の
問
答
と
、

十
佳
論
の
序
品
と
は
全
く
立
場
が
相
異
し
て
い
る
。
次
に
第
二
品
よ
り
第
五
品

迄
は
、
そ
の
所
繹
の
文
を
明
確
に
十
地
品
に
見
る
の
で
あ
る
が
、
第
六
品
以
下

廿

一
品
の
獨
照
は
甚
だ
困
難
で
あ
り
、
殊
に
第
六
品
よ
り
第
十
一
品
迄
の
六
品

(
1
)

は
全
く
本
経
に
そ
の
所
羅

の
文
を
見
な

い
の
で
あ
る
。

こ
れ
経

に
あ

つ
て
は
、

金
剛
藏
菩
薩
が
利
智
精
進

の
菩
薩

に
難
解
難
入

の
地
位
そ

の
も

の

の
相

を
説
け

る

に
勢
し
、

龍
樹

は
か
か
る
地
行

の
成
就
は
、

懲
傷
す

べ
き

世
間

を
し
て
菩
薩

不
退
の
位
に
入
ら
し
む
る
に
あ
る
を
も

つ
て
、
そ

の
世
間

の
入
不
退
位

の
道

・

方
便
を
明
か
に
せ
ん
と
し
た
 
(序
論
)
 か
ら

で
あ
る
。

以
下
十
佳
論
に
お
け
る

教
行
謹

の
關

係
が
こ
れ
を
明
か
に
す
る

で
あ
ろ
う
。

そ
こ
で
次
に
所
繹

の
経
に
な
き
諸

品
の
關
係
を
窺
う
と
、

初

の
第
六
品
は
、

家
前

の
繹
願

品
が
菩
薩
道

と
云
う

よ
り

は
寧

ろ
佛
道
を
明
す

に

樹

し
、

「衆

生

初
獲
二
菩
提
心

こ

と
し
て
全

く
初
獲
心
に

つ
い
て
述
べ
、
以
下

の
諸
品
す

べ
て

こ
れ
を
承
け

つ
い
で

い
る
。
即

ち
、
次

の
第
七
品
は
こ
の
菩
提
心
を
失
わ
ざ
ら

ん
爲

の
調
伏
心
を
明
し
、

こ
れ
に
ょ

っ
て
修
す

べ
き
行
を
明
す
が
第
八

品
、
そ

し

て
こ
の
行

の
實

義
を
明
す

が
第
九
易
行
品

と
見
ら
れ
る
 
(
こ
れ
に

つ
い
て
は

本

誌
第

三
號

で
既
述
)
。
次

の
除
業

品
以
下

の
行
は
、
易

行
品
に

明
す

執
持
名

號
な
る
方
便
易
行
道

の
世
俗
的

在
り
方

で
あ
り
、

同
時
に
そ
れ
は
又
、

執
持
名

號
が
入
不
退
位

の
實
義

で
あ

る
こ
と
を
反
謹
す
る
と
考
え
ら

れ
る
。

か
く

て
懲

傷
す

べ
き
世
間
は
、

利
智
精
進

の
菩
薩

と
同
讃
な
る
不
退
位
を
謹
得
す

る
の
で

あ

る
と
示
す
爲
に
、
最

後
に
至

つ
て
再
び
入
初
地
、

地
相
、
浮

地
各

品

の
偶
を

掲
げ
、

十
善
十
不
善
道
を
明
し
て

い
る
と
見

ら
れ
る

の
で
あ
る
。

一
言

で
云
え

ば
、

第

六
品
よ
り
第
八
品
迄
は
第

九
品
の
易
行
道
開
顯

の
爲

の
筋
道

で
あ
り
、

易

行
品
に
お
け
る
執
持
名
號

の
方
便
に
よ

つ
て
自
ら
そ

こ
に
初
地
の
行
が
行
ぜ

ら
れ
勝
義
諦

に
悟

入
す
る

こ
と
と
な
る

の
で
あ

つ
て
、

こ
こ
に
序

品
に
述
べ
ら

れ
た
論
主
の
素
意
が
途
げ
ら
れ
た
課
で
あ

る
。

果
し
て
そ
う

云
え
る
だ
ろ
う
か
。
先
ず
易

行
品
と
諸
品
と

の
關

係
か
ら
見
て

ゆ
き
た

い
。
易
行

品
と
第

六
、
七
、
八
品
と

の
關

係
は
本
誌
第
三
號
で
述

べ
た
。

次
は
第
五
品
と
の
關
係

で
あ
る
。

第
五
品
に
明
す

十
大
願
及
び
十
究
寛
は
、

そ

の
前

に
明
す

「
所
入
の
階
位
」
た
る
謹
が

二
乗

の
謹

で
な
く
菩
薩

の
謹

で
あ
り
、

無
上
浬
繋
に
至
ら
ん
が
爲
の
護
願

で
あ

つ
て
、
從

つ
て
こ
の
願

の
成
就

こ
そ
菩

薩
地
行

の
成
就
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、

こ
の
願
が
次

下
の
諸

品
に
は
承
け

つ
が

れ
ず
、

易
行
品
に
承
け

つ
が
れ
て
い
る
。

例

え
ば
、
第

七
願

の
長
行

に

二

切

去

來
今
佛
威
力
功
徳
智

慧
無
量
深

法
等
無
二
差

別
一
、但
随

二
諸
佛
本
願

因
縁

一
或

有
二
壽
命
無
量

一
、或
見
者
即

得
二
必
定
輔
聞
レ
名
者
亦
得
二
必
定

こ

云
々
と
あ
り
、

こ
れ
が
易
行

品
に
承
け
ら
れ
て
入
不
退
の
方
便
と
し
て
聞
名
、
稻
名
、

見
佛
等

と
説
か
れ
て

い
る
。

し
か
も
易

行
品
に
は
、
佛

の
名
號
が
出

さ

れ
る

と

共

に
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「
十
方
佛
構
讃
」
と
か
、
「
十
方
現
在
佛

以

種

種
因

縁
一

數
二彼
佛
功
徳

こ

等

の
句

が
多
く
あ
る
。

諸
佛

の
讃
嘆
、

そ
れ
は
先

の
願

の
成
就
を
意
味
す

る
も

の
で
あ

つ
て
、
教

で
あ
る
。
即
ち
、

繹
願
品

の
願
が
易

行
品
に
來

つ
て
教
と
し

て
成
就

し
た
課

で
あ
る
。

と
こ
ろ

で
、
願
が
教
と
な
る
に
は
そ
こ
に
行
が
な

く

て
は
な
ら
な

い
。
そ

こ
で
次
前

の
第
八
品
を
見
る
に
、

そ
こ
に
は
漸
修

の
菩
薩

の
行
と
し
て
廣
く
能
所
の
空

・
無
が
説
か
れ

て
い
る
 
(
既
述

の
如
く
そ
の
實
義

は
易
行
品

の
執
持
名
號
で
あ
る
)
。そ
し
て
阿
惟

越
致
相
品
と
名
づ
け
た
そ
の
阿

惟
越
致
相
に
つ
き
て
は
唯
だ

「般

若
已
廣

説
二

阿
惟

越
致
相

こ

と
し
て

い
る
。

し

か
も
漸
修

の
菩
薩
行
を
明

す

と

こ
ろ

で

は
、

「
如
レ
是
實
義
者

終
不
レ
可
レ

得
レ
説
」
と
か
、
「
言
説
則
有
レ
過
」
等

と
述

べ
な

が
ら
、
今

の
偶

の
下

の
長
行

に
は
、

「阿
惟
越
致
有
レ
所
二
言
説

一皆
有

二利

釜

こ

と
説
き
、

そ
し
て
菩
薩
は
如

何
な
る
悪
魔

の
障
碍
あ
る
も
遽
に
動
ず

る

こ
と
な
く
、

十
善
道
を
捨

て
ず
十
不

善

道
を
行
ぜ
ず

「
身
口
意
業
所
レ
種
善

根
皆

爲

 安
-
樂
-
度
-
脱二
衆
生

一
、所
得
果

報
與
二衆

生

こ

等

と
し
て
い
る
。

こ
れ
、

阿
惟
越
致
相
は
、

空
亦
復

塞
と
し
て

限
り
な
く
世
間
・
有
の
上
に
般
若
波
羅
蜜
な
る
空
の
用
 
(
s
u
n
y
a
t
a
p
r
a
y
o
j
a
n
a
)

を
行

じ
、
以

て
世
俗
を
し

て
世
俗
諦
 
(
S
a
t
y
a
)
 

た
ら
し
め
る
に
あ
る

こ
と
を
示

す

に
他
な
ら
な

い
。
か
く
て
こ

の
第

八
品

の
終
に
、

先

の
十
大
願

の
行
が
説
か

れ
、
同
時
に
、

こ
の

「
阿
惟

越
致
有
レ
所

三
漬
説

哨皆

有
二利
盆

こ

の
意
義

が
易

行

品
の
名
號
と
か
諸
佛
讃
嘆

で
示
さ
れ
て

い
る
と
考

え
ら
れ
る
。

以
上

の
如
く
し
て
、
謹

の
自
己
展
開
な

る
願

行
は
途
に
能
所
相
樹
な
る
言
教

と

し
て
相
封
世
間

の
上
に
施
設
 
(
p
r
a
j
n
a
p
t
i
)
 

せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
が
、

こ
れ

を
慰
傷
す
べ
き
世
間

の
立
場

よ
り

云
え
ば
、

世
間

を
し
て
、
憶
想
分
別
し
能
所

相
封
す
る
戯
論
の
網

に
入
ら
し
む
る

に
最
も

功
能
あ

る
言
説

が
、
今
や
佛

の
教

と
置
き
換

え
ら
れ
る

こ
と
に
よ
つ
て
、
世
間

は
恭
敬

の
心
に
執
持
せ
し
め
ら
れ
、

信
心
清
浮
な
ら
し
め
ら
れ
る
、
即
ち
、

我
我

所
の
見

を
捨
離

し
て
能
所
空

・
無

な
ら

し
め
ら

れ
る

の
で
あ
る
。

こ
の
能
所
空

・
無
な
る
易
行
道

の
世
間
的
在
り

方

が
次

の
除
業

品
以
下
に
明
さ
れ
る
繊

悔
、

勧
請
、
随

喜
、

廻
向

の
行

で
あ

っ

て
、
そ

れ
は
世
間

と
佛
と
が
不

一
不
異
な
る
關
係

に
置

か
れ

た
世
俗
諦
、
(
s
a
t
-

y
a
)
 で
あ
る
 
(
既
述
)
、
か
く
て
途
に
勝
義
諦
に
至
る

の

で
あ

る
 
(最

後

の
二

品
)
。
こ
の
筋
道
を
、

更
に
先

の
十
大
願

よ
り
眺
め
る
な
ら
ば
、
慰
傷

す

べ
き

世
間

が
、
教
↓
行

↓
謹

へ
の
趣
入
は
、

そ
の
ま
ま
、
所
入

の
階
位
た
る
謹

の
自

己
完
成

の
爲
の
願
行
成
就
に
他
な
ら
な

い
。

こ
こ
に
、
そ

の
初
に
お

い
て
全

く

立
場

の
異

つ
た
こ
の
論
が
、

能
く
佛
華
嚴
経

十
地

品
の
註
繹

で
あ
る
義

が
知

ら

れ
る
。

な
お
、

第
十
除
業

品
の
初
に

「
問
日
…
…
更

有
二
飴

方
便

嚇耶
、
答
日
…
…
非
二

但
憶
念
構
名
禮

敬
而
己

一
、復
懸
…
…
」
と

あ
り
、
而
も

以
下
峨
悔
等

の
行
を
説

く
に
多
く

の
品
を
以
て
甚
だ
詳
細

で
あ
る
。

こ
れ
に

つ
き

て
は
、
縁
起

の
有
自

性
的
理
解
、

從

つ
て
空
の
概
念
化
を
極
め
て
憂

い
、
そ
れ
故

に
般
若
波
羅

蜜
を

強
調
し
た
龍
樹
で
あ
る
こ
と
を
考
え
る
な
ら
ば
、

容
易

に
肯

か

れ

る

で

あ

ろ

う
。

蓋
し
、

信
よ
り
行
が
生
起
す
る
と
云

つ
て
も
、

そ
れ
は
轉
變
説
的
な
生
起

で
あ

っ
て
は
な
ら
な

い
。
信
な
き
行
は
軍
な
る
行
動

で
あ
る
と
同
時
に
、

行
な

き
信

は
概
念

に
過
ぎ
な

い
。

1
 
本

誌
第

三
號

に
第

八
品
と
第

九
品

の
み
が
、

経

に
そ
の
所
繹

の
本

を
見

出
せ
な

い
と
述
べ
た
は
誤
。

十
住
毘
婆
沙
論

の
教
行
讃
 
(藤

谷
)
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